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研究課題設定部会

生分解性マルチの新たな活用法の開発

東北大学　名誉教授
三浦はねっ娘会　代表

委員Ａ：研究計画は十分綿密に検討されており、着実に進められてい
る。１日でも早く実用化を図っていただきたい。一方、周辺住民の理解
不足から開発、実用化が進まない現状もあり、この技術の啓発活動につ
いて、様々な機会を通じて、所をあげて取り組んでいただきたい。
委員Ｂ：20年前から植物性マルチを使った経験がある。省力化は図られ
るが、コストが大きい。いかにコスト削減を図るかが大事ではないか。
より早く実用化、コスト削減を図っていただきたい。そうすればさらに
この技術は進歩するだろう。１年でも早く普及へ進めてほしい。生産現
場には非常にありがたい研究である。


